
      日本消化器内視鏡学会東北支部評議員会議事録 
          （第 144 回例会：於 仙台市） 
                           平成 22 年 2 月 5 日（金） 
                 於 仙台国際センター白橿１（12:00～12：30） 
 
挨 拶                         支部長      小原 勝敏 

第 144 回東北支部例会会長    大平 弘正先生 
報告事項 
（１） 事務局報告 

評議員の移動：河田孝彦先生（岩手県から東京へ） 
（２） 理事会・支部長会議関係（2010.10.14   第 78 回日本消化器内視鏡学会総会（会長：

工藤進英先生）期間中、於 国立京都国際会館） 
・会員数：日本消化器内視鏡学会会員数：31,969 名（平成 21 年 10 月 5 日現在） 

     東北支部会員数：1,968 名（平成 21 年 10 月 5 日現在） 
 ・各支部報告：東北支部より平成 21 年７月以降の学術集会、支部セミナー等開催状

況および今後の予定等報告。 
 ・中国支部長の交代があった：浮田 實先生→田中信治先生 
 ・保険収載：3 項目(EUS-FNA, NBI による拡大内視鏡検査、ヘリコバクターピロリ

菌の複数感染診断)が 1 次・2 次審査を通過し、保険収載になる見込み。

大腸 ESD と軟性内視鏡に対する洗浄・消毒、内視鏡検査の電子化画像

加算、B-RTO、カプセル内視鏡の再評価などは却下された。 
       ファイリングシステムが高額のため、施設によっては購入、更新が難

しく、是非保険収載をお願いしたいとの要望が出された。 
       大腸 ESD は某大学から先進医療としての申請あり、１次審査で却下さ

れた。今後、内視鏡学会としての指針を出す予定である。 
 ・その他 
   第 81 回日本消化器内視鏡学会総会（会長：吉田茂昭先生） 
    平成 23 年 4 月 21 日（木）~23 日（土）（青森） 
   第 83 回日本消化器内視鏡学会総会（会長：小原勝敏） 
    平成 24 年 5 月 12 日（土）~14 日（月）（東京） 
 （３）専門医制度中央審議会（支部委員：福田眞作先生）（平成 21 年 9 月 8 日、於

東京）：福田先生よりご説明をいただいた。 
   ①第 15 回専門医学術試験：平成 21 年 8 月 1 日／於砂防会館・日本都市センター 
      専門医申請 695 名に対する最終合格率：78.4% (試験だけの合格率：81.0%) 

②平成 21 年度指導医・指導施設・専門医更新の最終審査 
○東北支部における最終審査結果 



専門医試験結果 22 名／28 名、（全体 545／673 名＝81％） 
指導医 12 名／12 名 
新規指導施設 2／3 施設  

星総合病院（独立した内視鏡検査室が狭い＝30m2未満、常勤医不足） 
継続指導施設 17（うち 2 は条件付き）／20 施設:3 施設が辞退（常勤医不足） 

条件付き合格（２施設）： 
*八戸赤十字病院：常勤医 1 名（医師の急逝）→21 年度常勤医追加を条件

に承認。 
*弘前市立病院：内視鏡室の面積が狭い（22.52m2）→１年間の期限で拡

充すること。 
         ○ポイントに認める研究会について（以下、承認） 
                  秋田県消化器病・内視鏡研究会（研究会同士の合併） 

福島県消化器治療内視鏡研究会（名称変更） 
             福島県肝胆膵疾患研究会（名称変更） 

福島県食道癌研究会（名称変更） 
東北食道胃静脈瘤硬化療法研究会（名称変更） 
東北消化器内視鏡懇談会（新規申請） 

○その他 
             専門医申請に必要な基盤学会：小児科学会、医学放射線学会も認める予定。 
             専門医申請時の診療実績：検査数の概数による申請は特例を除き認めない。 
                （正確な件数を数えられない場合には、理由も明記すること） 

推薦書の偽造（関東支部）・・推薦人の署名を偽造。 
            本学会発足予定の倫理委員会に諮り、“厳正な処分をする旨の告知”

を行う。 
        ③東北支部：指導施設認定委員、資格認定委員の任期により交代あり。 

 （東北支部代表委員：山野泰穂先生、井上義博先生、牧野直彦先生、入澤篤志） 
（４）第 144 回東北支部例会 

会長 大平弘正先生（福島県立医科大学 消化器・リウマチ膠原病内科学講座教授） 
パネルディスカッション 6 題、VTR フォーラム 25 題、一般演題 75 題、ラン

チョンセミナー1 題。 
（５） 第 21 回東北セミナー(実行委員長：福田眞作先生) 

 会長：山野泰穂先生（秋田赤十字病院 消化器病センター） 
平成 22 年１月 16 日(土）17 日(日）於 秋田拠点センターアルヴェ（秋田市） 

    参加者：154 名（医師 124 名、コメディカル 30 名） 
   ・モデルを使用したライブが好評。今回のセミナーでは、コメディカルの参加を初

めて企画され、大変好評であった（コメディカルからはテキスト代三千円のみ徴



収）。幹事会では、次回のセミナーもコメディカルの参加を認めることに決定した。 
（６）今後の例会、支部セミナーの予定 

・第 145 回東北支部例会 
  会長：武田弘明先生（山形大学医学部附属病院 光学医療診療部） 
  平成 22 年 7 月 10 日（土）於 国際交流プラザ・ビックウイング（山形市） 
・第 146 回東北支部例会 
  会長：深瀬和利先生（山形県立中央病院内科） 
  平成 23 年 2 月 4 日（土）於 仙台国際センター（仙台市） 
・ 第 22 回東北セミナー(実行委員長：福田眞作先生) 

   会長：佐々木賀広先生（弘前大学附属病院医療情報部）  
  平成 23 年１月 22 日(土）23 日(日）於 ホテルニューキャッスル（弘前市） 

（７）その他 
  

協議事項 
（１） 新評議員の選出    

候補者氏名 現 職 入会年 推薦者 

菅野 敦 東北大学 消化器内科 1997 年 下瀬川 徹 

平澤 元 医療法人 平沢内科 1996 年 下瀬川 徹 

大森 信弥 仙台赤十字病院 消化器内科 1999 年 大原 秀一 

安藤 嘉章 公立置賜総合病院 1997 年 河田 純男 

須賀 俊博 日本海総合病院 2000 年 武田 弘明 

佐藤 匡記 福島県立医大消化器・リウマチ膠原病内科 2001 年 大平 弘正 

  ＊６名の先生方は、すべて支部評議員としての資格を有しており、評議員会において

も全員支部評議員として選出された。 
（２） 内視鏡専門医を目指す研修医のための特別企画について 

・開始時期：第 145 回東北支部例会から実施することになった。 
（３） その他 
感謝状の贈呈 
第 144 回東北支部例会会長・大平弘正先生に感謝状が贈呈された 

 


